
欧州の運送コスト管理市場見通し（～2025 年） 
 
【概要】 
本調査では、欧州の運送コスト管理の市場規模の現状と 2025 年までの見通しを分析し、主要な参加者
とその市場シェアを取り上げています。既存の課題を克服する観点での運送コスト管理の展望、欧州の
運送コスト管理市場へ影響を与える規制関連の要因、運送コスト管理サービスプロバイダーを利用する
際の荷主の主な選択基準についても説明します。また、運送コスト管理の破壊的デジタルテクノロジー
の特定、ローカルベンダーの現在の価格体系も提供しています。調査対象地域は欧州、調査対象期間は
2025 年までです。 
 
【内容一覧】 
エグゼクティブサマリー 
調査範囲・目的・背景・手法 
定義 
市場概況 
• 輸配送管理システム：プロセスライフサイクル 
• 貨物コスト管理：プロセスライフサイクル 
• 主な市場課題：荷送人 vs. 輸配送業者 
• 規制関連 
• FCM事業者選定の際の主要パラメーター 
• 貨物コスト管理に関わる破壊的デジタル技術 
• 貨物コスト管理のブロックチェーン 
• 貨物コスト管理に影響を与える要因 
• 将来の貨物コスト管理サービスの重点 
価格・ビジネスモデル分析 
• 貨物コスト管理サービスの価格構造 
• ビジネスモデル 
市場評価と市場シェア分析 
• 市場規模・予測 
• 市場シェア分析 
• 内製 vs. 外部委託 
成長機会と企業への提言 
結論と将来の見通し 
付録 
Frost & Sullivan について 


